
 

 

北海道に夜間中学をつくる会                       2013.12.17  

 

2013年度 第 7回事務局会議まとめ 

札幌エルプラザ 2階会議コーナー 

泉・遠藤・工藤・工藤朱・篠原・森川（敬称略） 

議題 

1 全夜中研(奈良大会)参加報告 

2 全夜中研(奈良大会)参加の報告書と会報「きぼう№10」の発行について 

3 函館遠友塾 5周年のつどい参加報告 

4 その他 

（１） 次回事務局会議の日程 

（２） 浅野さんの件について経過報告の読み合わせ      

（３） その他 

1について 

・社会的基盤につながっているところに歴史を感じた。生涯学習に組み込まれることは必ずしも悪くはない

とも感じた。公立も必要だが自主も残すべきと改めて感じた。2 泊 3 日(前泊)でも、後半参加できないと

ころ(2日目の午後)も出てくるので、人数を減らしてでも全日程に参加できるとよい(受講生の中村さんの

意見)ということも一考の余地ありと感じた。 

・中村さんは教科部会にも参加したかったようで、二班に分けてでも余裕を持って参加したかった。受講生

の交流会と生活体験発表会はぜひ参加できるように考えてほしい。 

・北海道に夜間中学をつくる会として、5項目の要望書、公開授業の一部報告と横浜に送った受講生の言葉

などを工藤が報告し、あと、釧路・函館からも全体会 Bで報告をした。 

・拡大専門委員会では、北海道、札幌市の両議会の意見書、浅野さんの川北小学校への通学、ヤップ島への

図書支援などを報告した。 

・大阪市教育委員会の識字教室のすすめ方の冊子の資料提供を受けることができ、部落解放同盟のたたかい

の歴史的なものがうかがえ、札幌遠友塾でも日本語教育を真剣に考えるときがきたと感じた。 

2について 

  1 月 11 日(土)(13：00～印刷)14：00～札幌エルプラザ打合せコーナーで発送作業を行いますので、都合

のつく方はご参加ください。（参加人数が多ければ早く終わりますのでよろしく） 

3について 

毎年行われているクリスマス会が主で、それに 5周年行事をプラスして行われました。 

函館では札幌と同じく、スタッフはかならず各学年のどれかに所属し、もう一つは教科(数学、国語、社

会、理科、英語)に属するか、そのほかは事務部に属することになり、行事も教科で持ちまわり主催してい

ました。 

なお、2014年度の北海道自主夜間中学交流会は函館で駅前のホテルを借りて、9月 20日(土)に行うこと

になったということです。 

また、函館では再履修は何年でも繰り返せるが、新しい生徒が年々少なくなっており、今年度はぽつぽつ

と集まり、現在の中 2の生徒一人を含めて 10数名が新しく入りました。 

4について 

（１）次回事務局会議は 1月 20日（月）18：30～、札幌エルプラザ２Ｆ会議コーナー 

（２）浅野さんの件のまとめ(すでに送付済み)を読み合わせた。 

・浅野さんの希望をどうつかむのか、その準備とフォローがうまくいかなかった。 

    ・浅野さんの通学学習は、札幌遠友塾での学習を見る限り、とてもよかったように思われる。 

 （３）1月 7日（火) 13：00～ 札幌公明党本部で、稲津議員との話し合い予定。 

（参加する方は 12：45に西 18丁目駅集合）  

            （すでに工藤より連絡しております） 


